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〈小学校算数・数と計算〉                    

数学的な思考力・判断力・表現力を高める授業をめざして 

～数学的に表現し伝え合う活動を通して～ 
                       
                 うるま市立具志川小学校 教諭 上 門 信 人 
 

Ⅰ テーマ設定の理由 

PISA や TIMSS などの国際学力調査では日本は上位に位置し「全国学力・学習状況調査」では、学

力の底上げが見られた。一方、記述式問題では無回答が多く、学んだ知識を活用する力、自分の考え

を表現し伝える力には課題があることから、次期学習指導要領では、「なにを知っているか」「この内

容をどのように教えようか」という内容ベイスから「どのようなことが成し遂げられるか」「このよ

うな力を育成するためには、どのような単元構成にするべきか」という資質・能力ベイスへと転換さ 

れた。 

算数科においても数学的な問題発見や問題解決のプロセスの様々な局面と、そこで働く数学的な見

方・考え方に焦点をあてて、児童の活動を充実させるため、用語「算数的活動」を「数学的活動」と

改め、問題発見や問題解決の過程を重視することが求められている。 

本校では、問題解決の過程において算数用語や表・図、数直線などを用いた活動を重視し、数学的

な見方・考え方および対話的な学びを意識し授業に取り組んできた。また、めあてやまとめを児童の

言葉から拾い上げ焦点化し、めあて・まとめ・ふり返りの連動を図ってきた。さらに、既習事項を発

展的に活用できるように単元終末に活用問題を位置づけ「思考力・判断力・表現力」を育む実践を積

み上げてきた。平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果から算数 B 問題においても平均が全国・

県を上回っているが、根拠を説明する問題では課題があった。 

また、本学級の実態を算数科の単元末テストから、85点以上の通過率を観点別にみると、知識・理

解、技能ともに 73.9％ であった。しかし、数学的な考え方の問題が56.5％と課題が見られた。さら

に、説明し合う活動においても、本学級でのアンケート結果から、「説明することが苦手」「どのよ

うに説明すればいいのかわからない」と感じている児童が多く、数学的な見方・考え方を働かせ、知

識を習得・活用することや既習事項を基に新たな問題を解決すること、論理的に考え、根拠を明らか

にして筋道を立てて説明することに課題があると考えられる。 

これまでの実践をふり返ると、教師主体の授業展開、技能習得重視の授業展開などスムーズに授業

を進めることに気を取られ、式と計算領域などでも公式の意味を問う授業、さらに児童に既習事項を

用いて主体的・対話的で深い学びに繋がる授業が十分ではなかった。 

本研究を進めるにあたっては、次期小学校学習指導要領において、思考力・判断力・表現力が「資

質・能力」の柱の一つになっていること、小学校学習指導要領算数科解説編においては、問題解決の

過程の各場面で言語活動の充実や意見の交流や議論など対話的な学びを取り入れることが求められて

いること、うるま市実践９項目重点項目である自己評価の実施「わかったこと・わからないこと」を

含め文章にしてふり返ることの三つの視点を踏まえ、数学的な見方・考え方を働かせた言語活動の充

実を図ることにより、思考力・判断力・表現力を高められるであろうと考え、本テーマを設定した。 
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Ⅱ 研究目標 
  数学的な見方・考え方を働かせ、対話しながら考えを広げたり深めたりする数学的活動に取り組 

 ませる学習指導を通して、思考力・判断力・表現力を育む方法について研究する。 

Ⅲ 研究仮設 
１ 基本仮設 

 互いに考えを説明し合う場において、「数学的な見方・考え方」に着目させることにより、考え 

を広げたり深めたりすることができ、思考力・判断力・表現力の高まりを図ることができるであ 

ろう。 

２ 具体仮設 

     課題解決の場において、事象を数量や図形およびそれらの関係などに着目して捉え、図や表、 

数直線を用いて考えたり表現させたりすることにより、思考力・判断力・表現力を高めることが

できるであろう。 

Ⅳ 研究の全体構想図 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆさぶりの工夫 数学的見方・考
え方の意識化 

 ①問題把握 

ねらいの焦点化 
②解決の見通し 

既習事項とつなぐ 

③自力解決 

自分なりの考えを表す 

④比較検討 

・考え方を練り合う(ペア・グループ) 

・考えを認め合う 

⑤適 用 

・考えを広げる・深める 

⑥まとめ・ふり返り 

・学習をふり返る 

・自己評価 

本研究の授業の流れ 

数学的活動 

発問の工夫 

ふり返りの視点 

知識基盤社会 

社 会 の 複 雑 化
PISA、TIMSS 

 

算数科の目標 

 数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通し
て、数学的に考える資質・能力を育成する。 

・学習指導要領 

・県学力向上プロジェクト 

・「問い」が生まれる授業 

サポートガイド 

・うるま市実践９項目 

「問い」が生まれる授業サポートガイド 

うるま市具体実践９項目との関連 

発問の工夫 

児童の実態 

○算数が好きな児童が多い。 

○計算問題に進んで取り組む。 

△文章問題や記述式問題に課題がある。 

△考えたことを説明し、伝えることが苦手である。 

実態からの課題 

○基礎的な知識・技能の活用が不十分である。 

○思考力・判断力・表現力を問う問題に課題がある。 

○数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動を取
り入れた授業が不十分である。 

めざす児童像 

○見通しをもち根拠を明らかにし筋道を立てて考えながら学習に取り組むことができる児童  

○対話的な学びを通し、お互いに自分の考えを説明し、伝え合い、考えをまとめることができる児童  

研究テーマ 

数学的な思考力・判断力・表現力が高まる授業をめざして 

～数学的に表現し伝え合う活動を通して～ 

研究仮設 
互いに考えを説明し合う場において、「数学的な見方・考え方」を明確にさせることにより、考えを広げた

り深めたりすることができ、思考力・判断力・表現力を高められるだろう。 
具体仮設 

課題解決の場において、事象を数量や図形およびそれらの関係などに着目して捉え、図や表、数直線を用
いて考えたり表現させたりすることにより、思考力・判断力・表現力を高められるだろう。 

 

理論研究 

検証授業 

 算数科の目標と数学的な見方・考え方 

 
思考力・判断力・表現力の育成のため
の言語活動 

 数学的な表現とは 

 数学的活動 
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Ⅴ 理論研究 

 １「数学的な思考力・判断力・表現力」について 

  H３年の改訂においては「観点別学習状況の評価」の観点「表現」が算数科にも「技能・表現」と

して加えられ、H２０年の改訂においては、思考と表現を切り離しては、どちらも育たない関連的な

能力と捉えられていることから「思考・判断・表現」として一体的に評価して含めていこうという

ねらいのもと定められた。 

  さらに、思考力・表現力を育む観点から言語活動の充実も求められた。言語活動のうち「話す」 

「書く」という言語活動において「考えて表現する」「表現して考える」「考えながら表現する」な 

ど思考力と表現力の関連に注目して学習活動を構成する 

意味から言語活動の充実を図ることが重要であると示さ  

れた。 

  今改訂において、教育課程では、「社会に開かれた教育

課程」とし、学校教育を通じて育む「生きる力」の要素を

資質・能力の視点から整理して 2030 年の社会を見据えた

資質・能力の三つの柱が提示された（図１）。 

「思考力・判断力・表現力」は、資質・能力の三つの  

柱の一つとして示されているように重要な能力の一つと  

なっている。しかも、その力が単に身に付ければよいで  

はなく、「理解していること・できることをどう使うか」  

つまり、「未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表 

現力」として求められている。 

  平成３０年度全国学力調査と標準学力検査の小学校 

算数科の平均正答率がＡ63.7％、Ｂ51.7％であった。 

そのことについて、黒澤俊二(2018)は今年度の算数の調査問題の特徴として「『数学的な考え方』を 

育てるための調査」であるとし、結果から「論理的に説明する力」が不十分であり、「根拠を明確に 

して理由を説明する」学びを強調している。 

 さらに、算数科の本質である「論理的に考えること」と「統合的・発展的に考えること」という 

「数学的な思考力・表現力を高める」ことが算数科の重点目標であるとしている。 

 

(1) 小学校学指導要領解説 算数編『内容の取扱いについての配慮事項』より 

    小学校学習指導要領解説編 第１章 (2) 改訂の基本方針 イにおいて「知識及び技能の習

得と思考力，判断力，表現力等の育成のバランスを重視する平成 20 年改訂の学習指導要領の枠

組みや教育内容を維持した上で，知識の理解の質を高め，確かな学力を育成すること」と述べ

られており、「解説算数編 配慮事項」において数学的な思考力・判断力・表現力については、

「合理的，論理的に考えを進めるとともに，互いの知的コミュニケーションを図るために重要

な役割を果たすものである」と述べられている。 
    このことを受け、小学校学習指導要領の算数科の目標では、「数学的な見方・考え方を働かせ，

数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力の育成を目指す」とし、思考力・判断力・表
現力を以下のように示している。 

 

 

   

  

 

指導にあたっては、具体物、図、言葉、数、式、表、グラフを用いて考えたり説明したり、互

いに自分の考えを伝え合ったりするなどの学習活動を積極的に取り入れるようにすることの必要

性も示している。（H29 小学校学習指導要領解説 算数編 P329） 

   

 

日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力，基礎的・基本的な数量や図

形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・

的確に表したり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。（H29 小学校学習指導要領解説 算数編 P21、

22） 

 

 

図１育成をめざす資質・能力 
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(2) 「数学的な見方・考え方」については、学習指導要領について以下のように示されている。 

 

 

 

 

 

 

   

 

(3) 数学的な考え方の具体化と指導について 

    片桐重夫（2017）は、「数学的な考え方の具体的内容こそが算数・数学科で育てたい思考 

力」と述べ、数学的な考え方を外延的に把握することが重要であるとし、「数学的な態度、 

数学の方法に関係する数学的な考え方、数学の内容に関係する数学的な考え方」の三つのカ 

テゴリーに定め示している(表1)。本研究においては、知識・技能を活用して問題を解決する 

数学的な思考力・判断力・表現力を数学的な考え方と捉えることとする。 

表1 数学的な考え方の内容（片桐重男2017） 

【数学的な考え方を生み出す背景となる考え方 

１「自ら進んで問題や目的・内容を明確にしようとする」 

 ①疑問の目をもっている。 

 ②問題意識をもっている。 

 ③生活や社会の中から数学的な問題(課題)を見つけようとする 

２「合理的に行動しようとする」 

 ①目的を捉え、それにあった行動をとろうとする。 

 ②問題に含まれる既知事項や条件、既習事項や既有体験、使える資料や情報、仮定に基づいて考え

ようとする。 

 ③関係付けて捉えようとする。 

 ④見通しをもつ。 

 ⑤筋道立てて考えようとする。 

３「内容を明確・簡潔に表現しようとする」 

 ①図や文、式などに表現しながら解決の手がかりを得ようとする。 

 ②解決の仕方や結果を、根拠をあげて明確・簡潔に記録しようとする。 

 ③解決の仕方や結果を相手に分かりやすく明確・簡潔に伝えようとする。 

４「よりよいものを求めようとする」 

 ①思考を対象的思考(具体物や具体的な活動に即した思考)から操作的思考(概念を用いるなど抽

象的な思考)へ高めようとする。 

 ②自他の思考を交流し、評価し合い、よりよく洗練しようとする。 

 ③思考や労力をなるべく節約しようとする。 

【数学を創り出す方法に関する数学的な考え方】 

①帰納的な考え方 ②類推的な考え方 ③演繹的な考え方 ④統合的な考え方  

⑤発展的な考え方 ⑥抽象的な考え方 ⑦単純化の考え方 ⑧一般化の考え方  

⑨特殊化の考え方 ⑩記号の考え方   ⑪数量の考え方  ⑫図形化の考え方 

【数学の内容に関係する数学的な考え方】 

①式における考え ②単位の考え ③統計における考え  ④関数の考え ⑤集合の考え 

⑥表現の考え   ⑦操作の考え ⑧アルゴリズムの考え ⑨概括的に捉える考え 

⑩基本的性質の考え 

【数学的な見方】 

「事象を数量や図形及びそれらの関係についての概念等に着目してその特徴や本質を捉えること」 

【数学的な考え方】 

「目的に応じて数，式，図，表，グラフ等を活用しつつ，根拠を基に筋道を立てて考え，問題解決の

過程をふり返るなどして既習の知識及び技能等を関連付けながら，統合的・発展的に考えること」 

（H29 小学校学習指導要領解説 算数編ｐ22-23） 
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  さらに、片桐（2017）は数学的な考え方を育てるには、教材や授業展開（発問）を工夫するこ

とが大切だと述べている。 

片桐は数学的な考え方や態度の育成は、直接教える事柄ではなく、子ども自身がつまずきを克服

していけるような助けであることが望ましい。したがって、それは「発問」の形でなされるであろ

うとし、問題解決の過程で数学的な考え方を引き出す発問分析として示している(表 2)。 

 

問題解決の過程 発問の段階 発問例一部抜粋 

 

 

 

【問題形成・把握】 

 

 

 

 

〈数学的な態度の発問〉 
・どんなことがわかるかな？(問題を明確に) 
・どんなことがわからない？(問題を明確に) 
・おかしいとおもうことがある？(疑問の目) 

〈方法に関係した考え方の発問〉 

・何が同じなのか。共通なことは？(抽象化) 
・自分の言葉で言ってみよう。(抽象化) 
・図や数を使って表してみよう。(図形化) 
・簡単な数に置き換えてみよう。(単純化) 
・例えばどんなことかな？（具体化） 

〈内容に関係した考え方の発問〉 
・どんなことを決めなくていけない？(関数的) 
・式からどんなことがわかるかな？(式を読む) 
・これらはいつでも使えますか？(アルゴリズム) 

【見通しを立てる】 

〈数学的な態度の発問〉 
・どんな方法でできそうかな？(見通し) 
・どんな結果になりそうかな？(見通し) 

〈方法に関係した考え方の発問〉 
・わかっていることと同じようにできないか 

な？（類推） 
・特別な場合を考えてみよう。(特殊化) 

〈内容に関係した考え方の発問〉 

・何を基に(単位)にしてできていると考えれば 
いいかな？(単位) 

・どのくらいになりそうかな？(概括的) 
・同じような意味のものはないかな？ 

(表現、操作、性質) 

【解決の実行】 

〈数学的な態度の発問〉 
・わかっていることを使って考えよう(筋道) 
・はっきりいえないかな？(明確) 

〈方法に関係した考え方の発問〉 

・どんな決まりがありそうかな？(帰納) 
・わかっていることを基に考えよう(演繹) 
・簡単な場合を考えよう。(単純化) 
・条件を一定にしてみよう。（特殊化） 
・図や数に表せないかな？(図形化・数量化) 

〈内容に関係した考え方の発問〉 

・単位を基にして考えよう。(単位) 
・言葉の意味を基にして考えよう。 

(表現、操作、性質) 
・決まっている仕方で計算しよう(アルゴリズム ) 

・式や記号は何を表している？(式・表現) 

【論理的組織化】 

〈数学的な態度の発問〉 

・なぜ、これで正しいの？(筋道) 
・もっと正確にいえないかな？(正確) 
・もっと簡単にわかりやすく言えないかな？ 
              (明確) 

〈方法に関係した考え方の発問〉 
・いつでも言えるようにできないかな？(一般化) 

・これで「よい」と説明できないかな？(演繹) 
・どんなことを根拠に考えたのかな？(演繹) 

〈内容に関係した考え方の発問〉 

・わかっている言葉の意味を基に見直そう。 
(表現・性質・操作) 

・式でもっとはっきり表そう。(図形化・式) 
・計算の仕方を簡単に言えないかな？ 
 (アルゴリズム) 
・単位をもとに見直してみよう。(単位) 

【検 証】 
〈数学的な態度の発問〉 

・もっと簡単に言えないかな？(思考労力の節約) 

・もっとよい方法、簡単な方法はないかな？ 
 （よりよい方法） 
・新しい問題がみつけられないかな？ 
  (より新しいもの) 

〈方法に関係した考え方の発問〉 
・まとめて言えないかな？(統合) 
・前の問題と同じなことはないかな？(統合) 

表 2（「問題解決過程と発問分析」片桐重男 2017） 
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２ 数学的活動 

   数学的活動は、「事象を数理的に捉えて、算数の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解決 

する過程を遂行すること」と規定されている。数学的な問題発見や問題解決のプロセスに位置づ 

く「日常の事象」及び「数学の事象」を対象として、数学的な表現を活かしながら伝え合う活動 

を中核とし自立的、協働的に問題解決する過程が重視された。 

   また、「平成 29 年度小学校学習指導要領解説 算数編」においては、数学的活動の取り組みに 

おける配慮事項として次のようなことが示されている。 

(1) 数学的活動を楽しむこと 

   「数学的活動を楽しめるようにすること」 

   ①数学的な見方・考え方が豊かになることによる楽しさ。 

   ②自ら問いをもち自立的に考えること自体の楽しさ。 

   ③友達と協働的に学び合うことで自分の考えや集団としての考えが広がり深まったりすること

の楽しさ。 

   ④問題解決過程や結果を振り返って統合的・発展的に考えることの楽しさ。 

 

(2)「見通しをもって数学的活動に取り組み、振り返ること」 

    「算数の問題解決する方法を理解するとともに、自ら問題を見いだし、解決するための構想を

立て、実践し、その結果を評価・改善する機会を設けること」 

   ①数学的活動は、基本的に問題解決の形で行われる。その過程では、児童が見通しをもって活

動に取り組めるよう配慮する。 

   ②児童が取り組む問題については、教師が指示するだけではなく、適切な場面を設け、児童の

既習の算数の学習をもとにするなどして自ら問題を見いだす機会を設ける。 

 

(3) 数学的な表現の相互の関連を図ること 

   「具体物、図、式、表、グラフ相互の関連を図る機会を設けること」 

   ①児童が数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表すだけでなく、数学的な表現を柔

軟に用いる。 

   ②具体物や図を用いて実感的に理解したことについて、算数・数学の言葉である数や式を用い

て簡潔・明瞭・的確に表現する。 

 

(4) 考えを学び合うことやよりよく問題解決できたことを実感すること 

「友達の考えを伝え合うことで学び合ったり、学習の過程と成果を振り返り、よりよく問題解

決できたことを実感したりする機会を設けること。」 

①問題解決の各場面での言語活動の充実。 

②問題解決の過程において、友達と考えを伝え合うことで学びあったり、よりよい解法に洗練

させたりするための意見の交流や議論など対話的な学びを適宜取り入れていく。 

③問題発見・解決を繰り返すことで、少しずつよりよい方法を用いることができるようにして、

よりよく問題解決できたことを実感できるようにする。 

④対話的な学びを取り入れることで、児童が自分の考えや集団の考えを広げたり深めたりする

ことができるようにする。 

・違った見方はできないかな？(発展) 
・条件をかえたらどうなるのかな？(発展) 

〈内容に関係した考え方の発問〉 

・条件をどう変えられるかな？(関数的) 
・これらはどんな関係があるのかな？(関数的) 
・どうやればよいといえるの？(アルゴリズム) 
・式からどんなことがわかるのかな？（どんな

問題がつくれるか）（式を読む） 



3-7 

 

３ 数学的な表現力 

「平成 29 年度学習指導要領 算数編」の目標に、「数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的 

確」に表したり目的に応じて柔軟に表現したりする力を養う」(文科省 2018 P331)と掲げられて 

いる。小島弘(2008)は、「算数科の特性を考慮すると数学的な表現力とは、言葉や数、式、図、表、 

グラフなどを用いて、問題の解決過程における考え方や処理の仕方や結果を分りやすく表したり、  

説明したりする能力であるとし、互いに自分の考えを表現したことを基に知的なコミュニケーシ

ョンを進め、学び合い、高め合うことにつながっていく。数学的な表現力は、数学的な思考力と

かかわって相乗的に高まっていく関係にあるとしている。」 

   角屋重樹(2017)は、「簡潔・明瞭・的確で、一般的な表現にしようとすればするほど、考えが深 

くなる。思考・判断したことは、数学的な表現を用いて表現する。他者を説得するために、自ら 

の考えをまとめることで数学的な思考力・判断力が高まるとしている。」 

   それらについて「平成２９年小学校学習指導要領解説 算数編 P8」において「算数・数学の学 

習過程のイメージ」として図に示されている（図 2）。 

   さらに、「算数・数学の問題発見・解決の過程の広がりと汎用的な見方・考え方の獲得過程」と 

して、「審議のとりまとめ」で示されている(図 3)。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 対話的な学び 

   今回の改訂では、「対話的な学び」を実現することがキーワードの一つとなっている。 

  改訂では、数学的な表現を柔軟に用いて表現し、それらを用いて筋道を立てて説明し合うことで 

新しい考えを理解したり、それぞれの考えのよさや事柄の本質について話し合うことでよりよい

考えに高めたり、事柄の本質を明らかにしたりするなど、自らの考えや集団の考えを深める。 

   さらに、「答申」において示されている算数科における「対話的な学び」を実現する学習・指導

の改善・充実の視点とそれぞれの視点の実現に必要な学習活動の例を表 3 に示す。 

表 3「学習指導要領等の改善及び必要な方策について（答申）H28.12」 

「対話的な学び」

の実現に向けて 

○身に付けた知識や技能を定着させるととも
に、物事の多面的で深い理解に至るためには、多
様な表現を通じて、教職員と子どもや、子ども同
士が対話し、それによって思考を広げ深めてい
くことが求められる。 
○事象を数学的な表現を用いて論理的に説明し
たり、よりよい考えや事柄の本質について話し
合い、よりよい考えに高めたり事柄の本質を明
らかにしたりするなどの「対話的な学び」を実現
すること。 

  
上記の「対話的学びの実現」にむけて教職員と子どもや、子ども同士が対話し、それによって

思考を広げ深めていくことが求められる。」とある。しかし、ただ単に対話をすれば、思考が深ま
っていくということではない。思考を深める対話には、「つながりの意識をつくる」ことが大切で

図 3 算数・数学の問題発見・解決の広がりと 

汎用的な見方・考え方の獲得過程（「審議のとりまとめ」） 

 

図 2 「算数・数学の学習過程のイメージ」  

（「小学校学習指導要領 算数編」P8） 

 

学習活動の例 

○数学的な表現を用いて説明すること

で、簡潔・明瞭・的確に自分の考えを表

現できることを実感する活動。 

○児童１人１人の考えや表現を教室全

体で数学的に洗練することにより、客観

的で合理的な説明に高め合う活動。 
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あると考える。 
   そのことについて、夏坂哲志(2013)は、算数は、内容の系統がはっきりとしていて、既習の学

習事項を使ったり、関連づけたりしながら、新しい考えを創り上げたり、新たな発見をしたりし
ていく教科である。 

   「あれ？似たようなことが前にもあったぞ」とか「これは、見方を変えればあの問題と同じ仕
組みじゃないかな？」といったことに、子ども自身が気づいたり、「なるほど！」と感動したりす
る箇所がほんの少しでもあれば、それが、子どもたちが問題解決していこうとする原動力につな
がると言っている。 

   さらに、「内容のつながり」「教師と子どものつながり」「子ども同士のつながり」「教材と子ど
も」のつながりを意識して授業をつくることが大切であると記している。 

   そこで、「内容のつながり」「教材と子どものつながり」では、教師の問題提示の仕方、発問や
問い返しなどにより既習とのつながりを関連付けることができる。「教師と子どものつながり」で
は、発問や問い返しを工夫することで、子どもの声を引き出したり、理解度を把握したり、学習
の雰囲気づくりにつなげることができる。「子ども同士のつながり」においても教師の発問や問い
返しで子ども同士をつなぎ、互いに学び合うきっかけをつくることができる。つまり、発問や問
い返しのねらいやタイミングを教師が意図的に仕込むことで児童の主体的な学びにつながると考
える。 

夏坂(2013)もつながりを意識した授業づくりで大切なのは「教師がわからせるのではなく、子
ども同士でわかり合っていく場をつくるための働きかけをすることが大切である」と記している。 
 問題解決的な学習では、既習事 
項を活用し、考えたり解決したり 
することが重視されている。既習 
事項の活用を再認識させ、活用す 
ることの有用性を実感させること 
が大切である。 

そこで、思考力・判断力・表現 
力を育む問題解決の過程として、 
数学的な見方・考え方を働かせ、 
言葉や数、式、図などを関連づけ 
て考え、説明し合う場面を設定す 
る(図 4)。 
 また、子どもが問いを見いだし、 
主体的に取り組み、さらに問いを 
工夫したり変容させたりし、対話 
的な学びに進み、より問いを深化 
させながら、見方・考え方を広げ、 
深めていくことで、深い学びへと 
つながっていくと考える。さらに、 
「学びと問い」の関係を図５のよ 
うに捉える。 (図 5) 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 「問題解決の場面において言葉や数、式、図などを
関連付けて考え、説明し合う授業モデル」 

図 5 「学びと問い」 
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Ⅵ 指導の実際 

 １ 検証授業①   
 
(1) 単元名「小数のかけ算とわり算」 
(2) 単元目標と評価規準 

 
① 単元目標 

     ア 小数の乗法及び除法について理解し、それらを用いることができるようにする。［Ａ(5)］ 

イ 乗法や除法が整数である場合の小数の乗法及び除法の計算のしかたを考え、それらの計算 
ができる。［Ａ(5)ウ］ 

 

② 単元の評価規準 
 

 
(3) 単元について 

 
① 教材観（省略） 
 
② 児童観（省略） 
ア 単元・教材に対する児童観（省略） 
イ 児童の実態（省略） 

     
③ 指導観 

    児童の実態から解き方を一応に考えてはいるが自分の考えを過不足なく説明することに課題 
がある。また、図や絵で表現している児童においても単位量を意識せず数量の大きさや目盛り
がそろっていない。物を比べる場合は、大きさを捉える量感を育てることも必要であると考え
る。また、表現すること＝相手が理解できる説明、つまり、筋道を立てて説明できる力、さら
に、どのような問題にも対応できる考え方を身につけさせる必要がある。 

そこで小数は、日常生活の中で、身長や靴のサイズなどで使用する身近なものであることに 
気づかせたい。一方で1.75は、0.01が175集まった数と見る見方が難しいと思われる。また、計
算の仕方については、乗法における積の小数点の位置や除法における商の小数点の位置につま
ずきが予想される。そこで、指導にあたっては、小数の乗法・除法の計算を一方的に伝達する
のではなく、計算の意味を理解できるようにする。そのためには、図、言語、数直線などを用
いて考えを視覚化し、整数の計算の場合と比べながら計算の意味を考え、やり方を見つけ出し
理解していく過程を大切にしたい。 

    さらに、本単元で学習する小数の乗法や除法の計算では、既習を基にして小数の乗法や除法 

  関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

目 

標 

 乗数や除数が整数の場合の
小数の乗法及び除法でも、整
数の乗法及び除法と同じよう
に計算ができることを発見
し、それを活用しようとして
いる。 

 乗数や除数が整数の
場合の小数の乗法及び
除法の意味や計算のし
かたを、具体物や図、式
を用いて考えている。 

 乗数や除数が整
数の場合の小数の
乗法及び除法を筆
算を使って、計算す
ることができる。 

 乗数や除数が整数の場合の
小数の乗法及び除法の意味と
計算のしかたを理解している。 

A 

 乗数や除数が整数の場合の
小数の乗法及び除法は整数の
乗法及び除法と同じようにで
きると考え、既習事項を生か
して積極的に計算のしかたを
考えようとしている。 

 乗数や除数が整数の
場合の小数の乗法及び
除法の意味や計算のし
かたを、整数の乗法や
除法の計算のしかたを
もとに、具体物や図、式
を用いて考え、一般的
にまとめている。 

 乗数や除数が整
数の場合の小数の
乗法及び除法の計
算を、積の小数点の
位置に気をつけな
がら、正確に筆算で
できる。 

 乗数や除数が整数の場合の
小数の乗法及び除法の意味と
計算のしかたを、整数の乗法及
び除法の計算のしかたをもと
に理解している。また、除法の
余りのあるときの処理のしか
た、商を概数で求める方法を十
分理解している。 

B 

 乗数や除数が整数の場合の
小数の乗法及び除法は整数の
乗法及び除法と同じように考
えられることに気づき、それ
を活用しようとしている。 

 乗数や除数が整数の
場合の小数の乗法及び
除法の意味や計算のし
かたを、整数の乗法や
除法の計算のしかたを
もとに、具体物や図、式
を用いて考えている。 

 乗数や除数が整
数の場合の小数の
乗法及び除法の計
算を、筆算ででき
る。 

 乗数や除数が整数の場合の
小数の乗法及び除法の意味と
計算のしかたを理解している。
また、除法の余りのあるときの
処理のしかた、商を概数で求め
方法を理解している。 
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の計算方法を数学的な考えをもとに表現する児童の姿、筆算の手順や小数点の位置、題意に即
した商やあまりの処理の仕方について得られた一般性などのよさを自覚し、問題解決に適用す
る児童の姿を目指していく。 

   

(4) うるま市具体実践９項目との関わり平成30年度重点項目(省略) 

 

(5) 本研究テーマとの関わり 

    本研究では、「数学的な思考力・判断力・表現力を高める授業をめざして」～数学的に表現し 

伝え合う活動を通して～とテーマを設定し「図や表、式、数直線、言葉などを用いて数学的に表

現し伝え合える児童の育成」を目指している。 

   本時では、具体仮説「課題解決の場において、事象を数量関係およびそれらの関係に着目して

捉えさせ、図や表、数直線等を用いて考えたり表現したりすることにより、思考力・判断力・表

現力」の育成が図ることができるであろう」の検証を行う。課題解決の場において、発問や問い

返し、ゆさぶりや数学的な見方・考え方を意識させることにより問題意識をもち、数学的な活動

に取り組む児童の姿から、思考力・判断力・表現力の高まりを見取ることができるであろう。 

 

(6) 単元の指導計画・評価の観点（省略） 

 
(7) 本時の指導「小数のわり算」（4/10 時間）＋１ 

 
① ねらい 

   ア 小数÷整数の式の意味を数直線や図などを手がかりに理解する。 

   イ 小数÷整数の計算の仕方を考え、筆算の仕方を考える。 

② 本時の授業の仮説 

課題解決の場において、事象を数量の関係などに着目して捉え、図や表、数直線を用いて考 

   えたり表現させたりすることにより、思考力・判断力・表現力の高まりが図れるであろう。 

 

(8) 本時の観点別評価基準 

 

 

 

 

 

実 践 ９ 項 目 本時の授業での具体的な関わり 

１．ねらいを明確にした授業の実践 

○本時では、問いやつぶやきなどの児童の発言から「めあ
て」につなげ、学習内容を明確にする。 

○活動途中や授業の終末にて、めあての再確認し活動目的
を明確にしたり、まとめ・ふり返りにつなげたりさせ
る。 

７．自己評価の実践 
○本時の「めあて」をふり返り自分のことばで記述させ

る。 
○わかったこと・わからなかったことを記述させる。 

評価の観点 数学的な考え方 

評価規準 
0.1 を単位として考えると、小数の除法は整数と同じように考えて計算できること
を見いだしている。 

評価方法 
授業内：自力解決の様子・ペアやグループ、全体共有時の発言 
授業後：ノート、振り返り 
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(9) 展 開 

過程 学習活動・内容・発問等 予想される児童の反応 指導上の留意点☆ 

問題把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 

 

自力解決 

 
 
 
 
 
 
 
比較検討 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

自力解決 

 
 
 
 
比較検討 

 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 

 
 
 
ふり返り 
 
 
 

１問題を知る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ：文や数直線から何が分かる？  

Ｔ：どんな式になるのかな？  

Ｔ：だいたい何ｍくらいになりそう  

２学習問題を設定する 

Ｔ：今日のめあては？  

 

 

３ 見通しも持つ 

Ｔ：自分なりの考えで、答えを求めてみよう。 

 

 

 

 

 

４ 互いの考えを発表し、話し合う 

○自分の考えを発表し合う。  

Ｔ：自分の考えを発表しましょう。  

○それぞれの考えで、共通しているところや 

 よさを発表させる。  

Ｔ：共通しているところやよいところはどこ 

でしょう。 

5 筆算のしかたを理解する 
Ｔ：「5.7÷3」の筆算をしよう  

 

 

 

２の問題を解いてみよう。  

 

 

 

Ｔ：小数点の位置は、どうなった？ 

Ｔ：整数同士の計算や１の問題と比べて計算の解

き方はどうかな？ 
 

Ｃ1 5.7ｍのリボンを３人で分ける。 

Ｃ2 わり算で求められそう。 

Ｃ3 式は、5.7÷3 だ！ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ4 小数÷整数になっている。 

Ｃ5 6÷3＝2 だから 2ｍよりは短いはず。 

 

 

 

 

 

Ｃ6  数直線や図でできないかな？  

Ｃ7  単位をそろえたらできるかも？  

Ｃ8  計算のきまりは使えないかな？  

Ｃ9  0.1 の何個分で考えたらできそう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ10 どの考えも(小数)÷(整数)を 

(整数)÷(整数)に直して計算している。 

Ｃ11「57÷3」と同じようにすると考えると

一の位から商が立つよ。 

Ｃ12 商の小数点は、わられる数の小数点に

そろえればいいのかな？ 

Ｃ13 長方形の面積＝たて×横だから 

  38.4cm＝12×□になるので 

  □＝38.4÷12 をすれば横の長さが分

かる。あとは、整数のわり算と同じよ

うに計算すればいい。 

Ｃ14 商の小数点は、わられる数の小数点

にそろっている。 

 

 

 

 

 

Ｃ15 わる数が２桁になっても整数のわり

算と同じように計算できる。 

☆問題場面の数量関係を
視覚的に捉えられるよう 

数直線図を提示する。 

     （実践項目 3） 

 

 

 

 

☆量感や答えの妥当性を
確かめるため商を見積も
る。   （実践項目１） 

☆めあては、対話からで
てきた児童の言葉を使っ
て設定する。 

 

 

☆図や数直線などで書い

てあるのも OK とし、
筆算に活用できる考え
方を探らせる。 

☆他の表現方法とも結び
つけて、説明できない
か助言する。 

☆考えた計算の仕方を場
面と結びつけて友達に
説明することを事前に

伝える。 

    （実践項目 4・6） 

☆めあてを意識させる。 

☆単位あたりの量の個数  

 分としての考え方が他 

の問題でも使えるのか 

をゆさぶる。 

☆机間指導をし、つまず  

 きのある児童への支援 

・助言をする。 

☆めあてを意識させる。 

評価  

数の表し方の仕組みや数を

構成する単位に着目し、計算

の仕方を考えるとともに、わ

かりやすく伝えることがで

きる。 

【思考力・判断力・表現力】 

（実践項目６） 

 

 

☆表現の仕方は違っても
考え方に共通すること

がないか考えさせる。 

共：〔単位をそろえて計算
の仕方を考えている〕 

 

評価  

0.1 を単位として考え

ると、小数の除法は整
数と同じように考えて
計算できることを見い

だしている。【考】 

 

☆まとめは、めあてをふ

り返り、対話からでて
きた児童の言葉を使っ
て設定する。  

(実践項目 7) 

１ 5.7m のリボンを３人で同じ
長さずつ分けると、１人分は何ｍ
になるでしょうか。 

(小数)÷(整数)の計算は、どのように計算すればよいだろう？ 

※単位を cm にして 

5.7ｍ＝570cm 

570÷3＝190 

190cm＝1.9m 

答え 1.9m 

※計算のきまりを

使って 

5.7÷3＝1.9 

↓×10  ↑÷10 

57÷3＝ 19 

答え 1.9m 

※0.1 の何個分で考 

えて 

5.7 は 0.1 が 57 こ 

57÷3 

57÷3＝ 19 

答え 1.9m 

11111111 11

小数÷整数の計算でも 0.1 や 0.01 の何個
分で考えて計算すると整数÷整数と同じ
ように計算できる。 

問題文や数直線から

数量関係を捉える。 

絵から場面や状況

想像する。 

 
5.7ｍは６ｍに近

いからおよその数

で求めると・・・ 

 

できた？ 

どういうふうに  

答えをだしたの？ 

 
 今日の学習を通して 

わかったことや感じたことは 

面積が 38.4cm で、たてが

12cm の長方形の横の長さを

求めましょう。 

 
似ているところが 

あるよ？！  
わたしが考えた 

解き方は・・・ 

○今日の学習でわかったこと 

 ・自分で考えてわかったこと 

 ・友達の考えを聞いてわかったこと 

 ・生活の中で生かしてみたいこと等 
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２ 検証授業②   
(1) 単元名「分 数」 

①単元目標 
       ○分数についての理解を深めるとともに、同分母の分数の加法及び減法の意味について理 

解し、それらを用いることができるようにする。〔Ａ(6)〕 
○簡単な場合について、大きさの等しい分数があることに着目する。〔Ａ(6)ア〕  
○同分母の分数の加法及び減法の計算のしかたを考え、それらが計算できる。〔Ａ(6)イ〕 

(2) 単元について 
①教材観（省略）  
②児童の実態（省略） 
③指導観 

      本単元の指導においては、言葉・数・式・図を用いて考えたり、単位分数のいくつ分とし
て分数を説明したりするなどの活動を通して、分数についての意味理解や数としての認識に
つなげたい。単元のはじめにはこれまでの学習をふり返り、整数と分数の関係を意識させな
がら仮分数や帯分数の構成について理解できるようにしていく。真分数、仮分数、帯分数の
用語と意味については、それぞれが混乱しやすいので視覚的に示し、用語と意味を確認しな
がら授業を進めていきたい。さらに分数を数として抽象化していく過程では、数直線とマス
図を結び付けて考えさせたり、１つの数直線上に仮分数と帯分数を表したりすることを手が
かりに分数の構成についての理解を深め、数としての意識を高めていく。 

本時は、帯分数の減法の学習である。帯分数も単位分数の何個分の考えをもとに計算でき
ることに気付かせていく。その際、マス図や数直線などと式の関わりを考えながら、帯分数
を仮分数になおし計算する方法と、整数と分数に分けて計算する方法を整理させていきたい
また、考えを伝え合う場面では、自分や友だちの考えを言葉や式、図などを用いて説明し合
うことを通して言語活動の充実を図り、論理的思考力を高めていきたい。 

(3) 単元における「数学的な考え方」 

    「単位の考え」小数が 
1

10や
1

100 を単位にしているのと同様に、分数は
1
3や

1
5などを単位とし

て、そのいくつ分と表すことができる。加法・減法も、この単位の考え方を使って計算して

いくことになる。 

 (4) 本研究テーマとの関わり 

      本研究では、「数学的な思考力・判断力・表現力を高める授業をめざして」～数学的に表

現し伝え合う活動を通して～とテーマを設定し「図や表、式、数直線、言葉などを用いて数

学的に表現し伝え合える児童の育成」を目指している。 

      本時は、具体仮説「課題解決の場において、事象を数量関係およびそれらの関係に着目し

て捉えさせ、図や表、数直線等を用いて考えたり表現したりすることにより、思考力・判断

力・表現力の育成が図れるであろう」の検証を行う。課題解決の場において、発問や問い返

し、ゆさぶりや数学的な見方・考え方を意識させることにより問題意識をもち、数学的な活

動に取り組む児童の姿から、思考力・判断力・表現力の高まりを見取ることができるであろ

う。 

(5) 単元の評価規準（省略） 

(6) 単元の指導計画・評価の観点（省略） 

(7) 本時の指導「分数のたし算とひき算」（9/12 時間） 
① ねらい 

    ○同分母分数の(真分数)－(真分数)や(帯分数)－(帯分数)で、繰り下がりのある場合の計算 
のしかたを考える。 

    ② 授業仮説 
  ○問題解決の場面において、単位分数に着目させることにより帯分数の減法の方法や分数の 

の大きさ、表し方を理解することができるであろう。 

(8) 本時の観点別評価基準 

評価の観点 数学的な考え方 

評価規準 同分母分数の減法の計算を、加法と同じように単位分数の考えをもとに、考えている。 

評価方法 
授業内：自力解決の様子・ペアやグループ、全体共有時の発言 

授業後：ノート、振り返り 

。 
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 (9) 展 開 

過 程 学習活動・内容・発問 予想される児童の反応 
指導上の留意点☆ 

評 価  

問題把握 

 
 
 

 

 

 

 

めあて 

 
 
 
自力解決 

 
 
 
 
 
 
 
 
比較検討 

 
 
 

 

 

 

 

自力解決 

 

 

 

 

 

比較検討 

 

 

 

 

確認問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

 

ふり返り 

１問題を知る 

 

 

 

Ｔ：帯分数のひき算はどうしたらいいかな？ 

  たし算の時を参考に解いてみよう 

Ｔ：解き方を説明できるかな？  

 

２学習課題を設定する 

Ｔ：今日のめあては？  

 

 

３ 見通しも持つ 

Ｔ：自分なりの考えで、答えを求めてみよう。 

 

 

 

 

 

４ 互いの考えを話し合い発表する 

○自分の考えを発表し合う。 
T：それぞれの考えで、共通していると 

ころはどこでしょう。 
 
5 分数の計算のきまりを確認する 
 
 
 
 

２  問題を解いてみよう。 

 

 

 

Ｔ：１の問題を参考にして解いてみよう。 
Ｔ：分子が引けない場合はどうすればいいの

かな? 
Ｔ：グループで説明し合おう。 
（単位分数をもとに考えている） 

 
 
 
 

Ｔ：どんな式になりそうかな？ 

Ｔ：整数－分数になりそうだね 

 引けるのかな？ 

 

 

 

 

 

ｃ:帯分数のたし算と同じに考えればいい。 

ｃ:仮分数に直して計算すればいいと思う。 

ｃ:分母が同じ帯分数の計算では、分母はそのま 

 まにして「整数同士」「分子同士」を計算する。 

ｃ：小数の場合と同じように 0.1 のいくつ分で 

 考えて、整数と同じように計算できないかな? 

ｃ：分母が３なので のいくつ分で考えるといい 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

ｃ：３つの考えとも  

のいくつ分かで  

考えている。 

ｃ：分数のたし算と同  

じように整数部分と

分数部分を分けて計算すればいいんだよ。 

 

 

ｃ：１と同じように整数－整数、分数－分数で解

けるよ。 

ｃ：分母が５なので が何個分かで考えればいい  

ｃ：全部の整数を分数に直さず、必要な分だけを

仮分数に直して計算すればいい。  

 

 

 

 

 

 

ｃ：残りを聞かれているのでひき算だと思う。 

 式 ３－1 

ｃ：整数を仮分数になおせばいいと思う。 

ｃ：整数を帯分数になおせばいいと思う。 

☆問題場面の数量関係を

視覚的に捉えられるよう 

挿絵を提示する。 

     （実践項目 3） 

 

 

 

 

☆量感や答えの妥当性を
確かめるため、差を見積

もる。 

      

☆めあては、対話からで

てきた児童の言葉を使っ
て設定する。（実践項目１） 

 

 

☆図や数直線などで書い
てあるのも OK とし、

単位分数を意識させ
る。 

☆他の表現方法とも結び

つけて、説明できない
か助言する。 

 

      

 

     

☆めあてを意識させる。 

☆単位あたりの量の個数 

分としての考え方が他の 

問題でも使えるかをゆさ 

ぶる。（実践項目 4・6） 

☆机間指導をし、つまず 

きのある児童への支
援・助言をする。 

☆めあてを意識させる 

評価  

 同分母分数の減法の計算

を加法と同じように単位分

数の考えをもとに考えてい

る。【考え方】 

☆表現の仕方は違っても
考え方に共通すること

がないか考えさせる。 

共：〔単位をそろえて計算の

仕方を考えている〕  

（実践項目６） 

評価  

図を用いて、整数部分、真分

数部分に分けて計算するこ

とを理解している【知】  

 

☆まとめは、めあてをふ
り返り、対話からで

てきた児童の言葉を
使って設定する。  

(実践項目 7) 

 

【引き出したい言葉や活動】 

・「分数たし算と同じようにできそう(既習を想起)」 
                             

帯分数－帯分数の計算の仕方を考えよう 

 

帯分数のひき算では、整数部分どうしの差と、分数どうしの差を合わせ

ます。 

3
2

3
− 1

1

3
 の計算のしかたを考えよう 

・図や数直線で考えよう・確かめよう。(数学的な考え方) 

・整数と同じようにできないかな。(数学的な考え方) 

分母は計算しないので分子

と整数が のいくつ分かで

考えると (9＋2)－(3＋1)＝

7 になる７は が７個分の

意味なので ＝2 になる 

【分けて計算し、あとでたす考え方】 

分母が３なので のいくつ分で考え

て仮分数に直すと 3 は  になる。

1  は    になるので  －  になっ

て分子どうしをひくと になる帯分

数になおして答え 2 となる。 

1

3
 

1

3
 

2

3
 

11

3
 

4

3
 

7

3
 

4

3
 

ピザが２まいありました。兄が 1   まい食べました。ピザは、 

あと何まいのこっていますか？ 

3
1

16
 

整数も分数も がいくつ分

かで別々に計算し、あとで

答えを合わせる  

(3－1)+( － )＝2＋ で 

2 になる。  

2

3
 

1

3
 

1

3
 

1

3
 

1

3
 

【整数の考え方】 【仮分数に直す考え方】 

1

3
 

7

3
 

1

3
 

  －    の計算のしかたを考えよう。 𝟑
𝟐

𝟓
 𝟏

𝟑

𝟓
 

1

3
 

1

5
 

 帯分数のひき算で、分数部分のひき算ができないときは、ひかれる数の

整数部分から１くり下げて計算します。 

1

16
 

 
フリーな発言

で気づいたこ

とを出し合う 

 
児童の言葉を価

値 づけ、めあて

を立てる 

の３は、 が
９つ分だか
ら・・・ 

  3
1

3
 

  

1

3
 

  

1

3
 

分数部分
は引けな
いよ 

 
のいくつ分で 

考 え て み た
ら・・ 

1

16
 

 
整数ー分数？ 
う～ん  引けな

い？ 

11

3
 

1

3
 

1

3
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Ⅶ 仮説の検証と考察 

 １ 検証授業「小数のかけ算とわり算」 

  (1) 授業の様子から 

①〈児童の反応による検証〉 

    ア 筆算を使って解いた（13 人） 

       筆算を使って解いた児童が 56.5%であった。どの児童  

      も整数のわり算の筆算の仕方をもとに、アルゴリズムや  

既習の計算のきまりを使って言葉やマス図を対応させ、  

答えの求め方を説明することができていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 0.1 がいくつ分で考える（３人） 

      0.1 がいくつ分の考えである「小数の相対的な見方」で考えた児童は、21％であった。 

     Ａ児の「5.7÷３を整数の考え方で求めると５７÷３＝１９となる１９は、0.1 が１９こ分

なので商は 1.9 になります。」との説明に頷きや拍手が起きた。 

      そのことからも多くの児童は、0.1 を単位として計算できることは知っていると思われ

る。なぜなら「筆算で計算する」「暗算で計算する」または、既習の小数の足し算・引き算

では 0.1 を単位として考えることで整数同士の計算と同様にできるということを知ってい

る。計算の過程では、理解していても言葉に表すのは難しい。その考えを言葉で表現した

ことで思考の再整理、再確認ができ、共感的な拍手が得られたと考える。 

      「何を基に・・・」「単位量」に視点を向けることで、より表現方法の広がりや考え方の

深まりが期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「5.7÷3」を整数

「57÷3」と考

えると・・・ 

 
商の求め方をどの

ように伝えるの？ 

 
わり算のきまりを
使って伝えます。 

 わり算のきまり？ 

 

わり算の計算の順序は 

「立てる→×→引く→ 

おろす」の繰り返し！ 

 
ぼくは、0.1 がいくつ

分かで考えたよ 
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ウ マス図や数直線をもとに考えている。（２人） 

     数直線やマス図に表し視覚的に考えたあと、立式をし、商を求めていた児童は 8.7％だっ

た。 

      なぜ、図や数直線に表したのかと問うと絵や文章からわり算であろうということは予測

できたが、より確信を得たかったのと「説明する時、言葉だけでは分かりにくい」との返

答があった。その児童の思考には商を求めればいいだけではなく、分かりやすく伝えるた

めにはどうすればよいのかという他者意識があった。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 児童のノートから 

    自力解決の場面では、ノートに自分の考えを言葉、式、図、単位量で表現する児童が見られ 

た。「まず・・・、つぎに・・・、だから・・・」と思考過程をいくつかのかたまりに分割した

りしている。中でも既習のわり算のアルゴリズムの考え方と計算の決まりを合わせ解答してい

る児童が多かった。  

 しかし、形式的にあてはめている感のものや文を必要以上に長く書く、ことばが足りないな

ど言語表現の仕方については、課題があった。日々の授業の中で、表現を意識した見方・考え

方の指導の工夫・改善が必要であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考えを互いに

に説明する様子 

互いに解決の視点を確

認しあっている様子 

小数のかけ算と同じ 

ようにできないかな？  

抽出児童 A も既習の内容に当てはめさ

せることで解決をすることができた。 

小数のかけ算みたいに計

算の 

人) 言語での表現に課題がみられる児童(11 人) 言語での表現がみられない児童(5 人) 

 
図もあったほうが
分かりやすいよね 

 たしかに・・・ 



3-16 

 

(3) 単元テスト及びアンケート結果から 

【単元テストの結果から】 

授業では、活発な発言や交流も盛んにおこ

なわれていたがテスト結果を見ると達成目標

に対する通過率が４割弱と低かった。 

 特に知識・理解に関しては平均点が 72 点と

最も低い。知識・理解の学習内容としては「末

尾の０の処理」「商を概数で求める」「被除数より除数が小さい場合の商の立つ位置」があった。学習

内容の落ち込みを見てみると前回の小数の単元では、全体平均 84 点、知識・理解の平均は 86 点と高

かった。 

 今回の落ち込みの原因の一つは２けたでわるわり算(知・技平均 74 点)の理解が不十分であったと

考えられる。また、話しことばによる発言(閃き)は多く、的確であるが「自分の考えを分かりやすく

まとめ、伝えることができる」項目において課題があった。それらは、自己内対話による思考を深め

る活動と相手意識が十分ではないと考えられる。 

 今後の対策としては、互いの考えを交流し深め合う学習はもとより、じっくりと自分で考える時間

の確保が必要である。さらに、自己の考えを深めたり、交流を活発にしたりするために学習の前段で

スタートラインを揃える授業の工夫改善が必要であると考える。 

【アンケートの結果から】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アンケートの結果から、ほぼすべての項目で指導前より指導後の数値があがっている。それらの結

果から、課題に対し、主体的に取り組む意識が高まったと考えられる。また、③より、学習が系統的

につながっていることに気づき、既習事項を活用し解決できないかという数学的な見方・考え方も育

ち始めている。さらに、⑦の結果からは、学習は生活とつながっていることを理解し、生活の中で数

学的な見方・考えが使えないかとう意識の高まりも見える。 

 ⑤においては、簡潔さを意識したまとめ方をしている児童も多く見られるようになった。しかし、

公式やきまりを学ぶとそれらを使わなければならないという観念や説明と発表を同一視している児童

もおり、「説明＝相手に分かりやすく伝える」という意識に課題がある。 

 今後の対策としては、数学的な見方・考え方を働かせ、主体的・対話的で深い学びを意識した授業

改善や多様な場面で思考や表現をさせる工夫を図ることで、思考力・判断力・表現力を高めることに

つながると考える。 

  

 

「小数のかけ算・わり算」 

考え方(思・判・表) 技 能 知識・理解 

平均 ７８点 平均８０点 平均７２点 

単元平均：７６．７点 

８５点通過率：43.5％（１０名） 

Ｂ評価８５点未満６０点以上（10 名）  
Ｃ評価６０点未満（３名） 
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２ 検証授業「分数」 

(1) 授業の様子① 

    【導入の場面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題解決(自力解決)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題解決(交流)】 

 

 

 

 

 

 

  既習事項を活用した解き方や複数の解き方を比較してみたり、どのようにすれば伝わるのかを意

識したり、友達の表現よさや自分の工夫した点などをアドバイスしたりする姿もみられた。 

また、他者を意識した伝え方の工夫や聞き手として、相手を理解しようとする姿勢もみられ交流

が広がっていく様子も見られた。 

 どこに注目すればいい

かな？ 

分母を見
ればいい 

どうし

て？ 

単位分数が
わかるから 

仮分数に
直してか
ら計算す
ればいい 

１＝ だ
から 
１だけ繰
り下げれ
ばいい 

5

5
 

 導入時に児童に課題意識を持たせるために式

だけを見せ、解くためにはどこに焦点をあてれば

いいのかを児童の発言から絞っていく。 

 その際に児童のことばを価値付けたり、つなげ

たりしていく。 

 導入時に見方を揃えることにより、単位量に着

目した考え方をすることができていた。 

分数のたし算と
同じようにでき
ないかな？ 

帯分数を全部仮
分数に直すの
は、めんどくさ
いなぁ・・・ 
ｘｘｘっぁ 

ほとんどの児童が単位量

に着目し、式と図、言葉のつ

ながりを意識した解答や既

習の事項を活用しての解答

となっており、「わかりやす

く伝える」という意識の高

まりが見られた。 
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  (2) 授業の様子② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (3) 児童のノートから 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【適用問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わからな
い・・・ 
（戸惑い） 

まず、分母をみ

て・・・ 

１は、  だから・・・ 

（安心感） 

単位分数は・・・だ
から 

たし算のときと同じ
かも 

（既習の活用） 

5

5
 

自分の考えを表現
することができた 

抽出児Ａ 自分の
考えが書けたの
で交流しに行く
様子 

「くり下げ」の考え
方で問題の解き方を
説明している。 

「単位分数」をもと
に「整数同士」の計
算考え方で説明して
いる。 

「単位分数」をもと
に「整数同士」の計
算の考え方で説明し
ている。 

「図と式」をつなぎ
説明している。 

勇気を出し
て 
初めての発
表 

説明しながら気づ
いたことを付け足
していく様子 

文字をなぞり説明するの
ではなく、アドリブで計
算過程を説明する様子 
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(3) 単元テスト及び Web テストの結果から 

【単元テストの結果から】 

児童はこれまで、分数の学習を２年生から行っている。しかし、４年生で学ぶ「真分数・仮分数・

帯分数」「同分母分数の加法や減法」になると新たな学習として捉え苦手意識を持ってしまう児童も

少なくない。 

そこで、本単元では、「単位量」「式と図・数直線をつなげて表現させる」を意識させた。全員に

発言・交流させる場を設けることを重視することにより、学習に向かう態度、見方・考え方、表現

の工夫が見られるようになった。その結果、テストに対する苦手意識が薄れ、テスト(自分の学習の

成果)を楽しみにしている発言もでてきた。それがテストの結果に表れたと考える。 

【自己評価からの児童の変容】 

  (4) 自己評価の項目 

   ①学習のめあてが達成できた。【数学的な考え方】【知識・理解】など 

   ②自分の考えを言葉や図などでかくことができた。【数学的な考え方】【技能】など 

   ③自分の考えを発表することができた。【表現】など 

   ④友達の考え(解き方)がわかった。【数学的な考え方】など 

   ⑤楽しく学習できた。【関心・意欲】など 

   を設定し、毎時間自己評価を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
男児Ｂは、好奇心旺盛だが算数に対する苦手意 

識が強く、単元によっては個別指導を必要とする 
場合もあった。第３時においては全ての項目で低 
い評価となっていたが発問や学習形態を工夫する 
ことで、学習意欲や学習内容の理解が高まった。 

自己評価で数値と記述で記入させることにより、自己の変容や課題を意識し、自己分析をしたり学
習の深まりや課題を把握したり、自己の成長を確認できる。 

また、教師側も児童の課題や変容、思考・表現を見取ることができることから児童の実態を把握で
き、次時の手立てになった。自己評価カードを活用することは、児童と教師のコミュニケーションツ
ールの一つにもなり得るものであると考える。 
  

【単元テスト】 「分 数」 

考え方(思・判・表) 技 能 知識・理解 

平均 90 点 平均 96 点 平均 92 点 

単元平均：92.7 点 

85 点通過率：86.3％（19 名） 

Ｂ評価 85 点未満 60 点以上（2 名）  
Ｃ評価 60 点未満（1 名） 

【WEB テスト】 「分 数」 

平均正答率 90％ 

平均誤答率 10％ 

平均無答率 0％ 

85 点通過率：95％（19/20 名） 

Ｂ評価 85 点未満 60 点以上（１名）  
Ｃ評価 60 点未満（0 名） 

（H31.1.8～1.22） 16 分数 
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Ⅳ 研究の成果・課題・対応策 

１ 成果 

(1) 児童の言葉をつなぎ合わせていく対話を授業の柱に据えたことにより、児童は他の発言やつ

ぶやきについて反応し、自他の考えを比較、共有することで、考えを深めることができた。 

(2) 解決方法を説明し合うことで、解き方の根拠を既習事項とつなげ、多様な考え方を出し合う

ことにより、よさを判断したり、筋道を立てて考えたりすることができるようになってきた。 

(3) 単位量に着目させることにより、既有の知識・技能や既習事項と学習内容をつなぎ、図や数

直線など視覚的に表現する力が高まった。 

 

２ 課題と対応策 

(1) 対話をつなげる教師の問いかけや問い返し、思考をつなげる板書の工夫・改善が必要である。 

 発問、問い返し、問題提示のタイミングや量の工夫、思考を整理する板書や思考の足跡を残す

掲示の工夫に努める。 

 

(2) 習得した知識・技能の習熟を図る指導の充実と思考力・表現力とのつなぎを明確にした授業 

計画が十分でなかった。「考えさせる場面」「気づかせる場面」「共有する場面」を明確にする。

さらに、式と図・数直線をセットにした説明を意識させたり、指示をしたりする。 
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